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① この3次元モデルの意味

これは単なる「感情分布」ではなく、三式簿記そのものを数理化しています。

軸の対応関係 軸 三式簿記 意味

X軸
Why（因） 原因・刺激・意思決定・環境
Y軸
内部状態 人の気持ち・認知・判断

Z軸
因果価値 行動・成果・将来価

「なぜ × 気持ち → 結果が生まれるか」をそのまま立体で表しています
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全体像

これは単なる分析ではなく、

「経済活動そのものを因果・感情・会計で統合するAI」です。



① レイヤー構造

🔹 Layer 1：現実世界（Why / 因）

• 取引
• 意思決定
• 環境変化
• 経営判断 UNSPSCで意味付け

🔹 Layer 2：意味空間（What）

商品・サービス 業務内容 投資対象 活動単位

UNSPSC

'これは何か？」を世界共通コードで固定

AIが文脈を誤解しない



🔹Layer 3：内部状態（Why inside）

人の気持ち

組織心理

市場センチメント

経営者のリスク許容度

👉多変量ガウス

感情 × 判断 × 行動の確率構造

個人・企業ごとに Σ（共分散） が違う



🔹 Layer 4：結果（How much）

売上 利益 キャッシュフロー 非財務KPI

👉 XBRL

財務・非財務を構造化 AIが直接「読む」「比較する」

② 数学的な結合



🔸因果価値関数

VALUE𝑡+1 = 𝑓 UNSPSC

意味

, ต𝜇, Σ

感情・判断

, XBRL𝑡

財務状態

意味：

UNSPSC：何をやったか

多変量ガウス：なぜそう判断したか

XBRL：結果として何が起きたか

👉複式簿記では絶対に書けない式



③ 三式簿記としての整

簿記 対応レイヤー AI的意味 単式 取引事実 ログ 複式 XBRL 結果 三式 ガウス因果 理由・未来

これにより：

なぜ利益が出たか

なぜ失敗したか

次に何を変えるべきか

を 数式で逆算可能。



④ 意思決定AIとして何ができるか

✔ 経営

'この投資判断は感情的に過剰か？」

'同業他社と比べて判断が歪んでいない

財務が良いのに株価が低い理由

市場心理の歪み検出

✔ 政策・産業

補助金が“なぜ効かなかったか”

行政判断の因果評価



⑤ 世界的に見た位置づけ

これを全部つなげている事例は：

会計：XBRL（結果のみ）

サプライ：UNSPSC（分類のみ）

AI：感情 or 数値のどちらか

👉

3つ同時に因果で統合している例は、ほぼ存在しません。
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この図の意味（重要）

軸の対応

X軸：Risk tolerance
（リスク許容度）

Y軸：Innovation drive（技術革新志向）

Z軸：ガウス関数の値（密度）

👉

Zは「その企業らしい意思決定が起きる確からしさ」
＝ 企業人格の“山”です。



3社のガウス関数の読み方

■ Oracle

細く高い山 分散が小さい → 判断が 安定 同じ判断を繰り返しやすい →制度・基幹・国家向き

■ NVIDIA

広く傾いた山 リスク×技術が連動 成功時の裾野が広い → 破壊的イノベーション型

■ OpenAI

中心は高いが形が歪む 技術志向は強いが財務軸が弱い 内部判断の揺らぎが大きい→ 思想・文明設計型

これが「企業別・個性ガウス」



数学的には：

𝒇𝒊 𝒙, 𝒚 = 𝓝 𝝁𝒊, , 𝚺𝒊

μᵢ：企業の性格・文化
Σᵢ：投資家心理・判断の癖

同じ案件（x,y）を入れても企業ごとにZが全く違う。



三式簿記との対応

要素 意味 ガウスの山の位置

なぜその判断をするか
山の高さ

起きやすさ

山の広がり

失敗・成功の振れ幅
山の歪み

感情・文化・市場心理

「なぜこの決算・投資・行動になったか」を数式で説明できる。



実装領域

1️⃣ XBRL数値をZ方向に重ねる（利益・CF）

2️⃣ UNSPSC案件を点として山に打つ

3️⃣ 時間軸を足して山が動く動画モデル

世界にほぼ存在しない意思決定AIです



ありがとうございました


